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戦
争
の
時
代
を
生
き
た
画
家
・
中
本
達
也
と
臼
井
都
の
作
品
か
ら
は
、
人
間
性
や
あ
ら
ゆ
る

生
命
に
対
す
る
実
直
な
姿
勢
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
戦
後
の
浮
き
足
立
っ
た
風
潮
に

抗
う
よ
う
に
、
廃
材
を
集
め
自
ら
の
手
で
作
っ
た
建
屋
は
、
人
間
ら
し
い
社
会
の
再
生
へ
の

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
不
寛
容
と
不
信
に
苛
ま
れ
る
現
代
社
会
に
、
二
人
の
探
究
し

た
芸
術
が
希
望
へ
の
微
光
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
ま
た
そ
の
礎
に
な
る
こ
と
が
、
芸
術
資
源

館
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
                      理

事
長
/
館
長
　
近
藤
幸
夫
（
美
術
家
・
哲
学
博
士
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
       

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

い
の
ち
へ
の
謙
虚
さ
と
優
し
さ
を

 N
&U Art Foundation

二
人
の
芸
術
家
か
ら
受
け
取
っ
た
バ
ト
ン

芸
術
資
源
館
は
、
洋
画
家
の
中
本
達
也
と
臼
井
都
が
、
約
7
0
年
前
に
建
て
た
ア
ト
リ
エ
兼
住
居
で
す
。
当

時
は
物
資
が
乏
し
か
っ
た
た
め
、
近
所
の
農
家
か
ら
分
け
て
も
ら
っ
た
廃
材
を
使
っ
て
、
仲
間
た
ち
と
共
に

自
力
で
少
し
ず
つ
今
の
形
に
作
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
人
は
子
ど
も
の
絵
画
教
室
を
始
め
ま
す
。
そ

こ
は
自
由
と
発
見
と
笑
顔
が
溢
れ
る
場
所
で
し
た
。
2
0
2
0
年
、
当
法
人
を
設
立
。
翌
年
、
芸
術
資
源
館
と

し
て
一
般
公
開
し
ま
し
た
。「
い
の
ち
へ
の
謙
虚
さ
と
優
し
さ
」
を
伝
え
続
け
た
二
人
の
意
思
を
未
来
へ
と

繋
げ
る
た
め
に
、
芸
術
を
中
心
に
誰
も
が
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
集
え
る
場
と
し
て
地
域
に
開
い
て
い
ま
す
。

芸
術
資
源
館
の
あ
ゆ
み

1
9
2
2
　
　
 中
本
達
也
 生
ま
れ
る
（
山
口
）

1
9
2
5
　
　
 臼
井
都
 生
ま
れ
る
（
東
京
）

1
9
5
0
　
　
 中
本
・
臼
井
　
現
国
立
市
へ
移
住

　
　
　
　
　
   ・

ア
ト
リ
エ
兼
住
居
を
自
力
で
建
て
始
め
る

　
　
　
　
　
   ・

絵
画
教
室
を
始
め
る
。
以
降
、
2
0
1
5
年
ま
で
継
続

1
9
7
3
　
　
 中
本
達
也
 死
去
（
5
1
）

2
0
1
9
　
　
 臼
井
 高
齢
者
介
護
施
設
 入
所

　
　
　
　
　
   ・

ア
ト
リ
エ
の
建
て
壊
し
決
ま
る

2
0
2
0
/7
   一

般
財
団
法
人
 中
本
達
也
・
臼
井
都
記
念
　
芸
術
資
源
館
 設
立

　
　
　
　
　
   ・

ア
ト
リ
エ
と
敷
地
を
購
入
、
有
志
に
よ
る
自
力
で
の
修
復
 開
始

2
0
2
1
/4
   一

般
公
開
 開
始

　
　
  /7

   子
ど
も
絵
画
教
室
・
日
本
画
教
室
 開
始

　
　
 /1
1
  ガ
ー
デ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 完
成

       

       /1
2
  臼
井
都
 死
去
（
9
7
）

2
0
2
2
　
　
 ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
 「
戦
争
と
芸
術
」
シ
リ
ー
ズ
 開
始

　
　
　
　
   多

摩
A
FA
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
さ
わ
る
・
つ
く
る
ブ
ラ
イ
ン
ド
ア
ー
ト
」
出
前
講
座
 開
始

　
　
　
　
   ガ

ー
デ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 W
ings of P

eace プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
   中

本
達
也
生
誕
1
0
0
年
企
画
展
示

2
0
2
3
　
　
 国
立
市
「
多
様
な
学
び
を
支
え
る
活
動
団
体
支
援
」
補
助
金
対
象
 出
前
講
座
事
業
 実
施

              ピ
ノ
ッ
キ
オ
人
形
劇
団
 公
演

              中
本
達
也
研
究
 開
始

2
0
2
4
　
　
 く
に
た
ち
市
民
コ
ラ
ボ
フ
ェ
ス
タ
  ア
ー
ト
展
示
・
講
演

　2
0
2
5
　
    絵

本
作
家
 ア
ン
ナ
・
ク
ル
チ
「
ア
ン
ナ
の
世
界
」
展
 開
催

　
　
       く

に
た
ち
さ
く
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 出
店
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

             国
立
市
登
録
文
化
財
候
補
と
し
て
審
議
中

理
事
長
/
館
長
挨
拶

3
2



中
本
達
也
と
臼
井
都
の
仕
事

1
9
2
2
-1
9
7
3

山
口
県
出
身
。
建
築
を
学
ん
だ
の
ち
美
術
に
転

向
し
、
帝
国
美
術
大
学
（
現
 武
蔵
野
美
術
大

学
）
に
入
学
。
卒
業
後
す
ぐ
に
学
徒
出
陣
で
戦

地
へ
。
戦
後
、
一
度
は
故
郷
に
戻
ろ
う
と
す
る

も
、
絵
画
へ
の
情
熱
を
再
認
識
し
東
京
で
創
作

活
動
を
再
開
。
舞
台
美
術
、
挿
絵
、
油
画
と
多

彩
な
仕
事
ぶ
り
を
発
揮
し
、
1
9
5
9
年
 画
壇
の

芥
川
賞
と
も
言
わ
れ
る
「
安
井
賞
」
を
受
賞
す

る
。
1
9
7
0
年
 多
摩
美
術
大
学
油
画
学
科
教
授

就
任
。
期
待
さ
れ
な
が
ら
、
1
9
7
3
年
5
1
歳

で
早
世
。
昭
和
の
著
名
な
作
家
た
ち
に
愛
さ
れ
、

挿
絵
・
装
画
の
仕
事
は
数
百
冊
以
上
。
天
才
肌
で
、

多
く
の
人
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
に
溢
れ
て
い
た
。

ま
た
動
物
が
大
好
き
で
た
く
さ
ん
の
動
物
と
暮

ら
し
、
飼
い
猫
が
い
な
く
な
っ
た
際
は
ひ
ど
く

嘆
き
、
無
事
戻
る
と
大
喜
び
し
た
。

Tatsuya N
akam

oto

中
本
 達
也

1
9
2
5
-2
0
2
1

東
京
都
出
身
。
1
9
4
7
年
 女
子
美
術
専
門
学

校
（
現
 女
子
美
術
大
学
）
卒
業
。
1
9
5
5
年
 

自
由
美
術
協
会
展
 優
秀
作
家
賞
を
受
賞
す
る
。

1
9
7
4
年
 美
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
大
賞
 受
賞
。『
ピ

ノ
ッ
キ
オ
の
ぼ
う
け
ん
』（
福
音
館
書
店
）
や

『
N
H
K
き
ょ
う
の
料
理
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
）

な
ど
の
挿
絵
や
装
画
を
手
が
け
る
。
生
命
の
象

徴
で
あ
る
木
の
実
や
種
を
好
ん
で
主
題
に
し
、

一
途
な
情
熱
と
謙
虚
な
心
を
持
ち
続
け
た
作
家

だ
っ
た
。
ア
ト
リ
エ
で
の
絵
画
教
室
は
7
0
年
に

わ
た
り
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
美
術
の
楽
し

さ
と
生
命
の
尊
さ
を
教
え
続
け
た
。

M
iyako U

sui

臼
井
 都

ア
ト
リ
エ
案
内

外
観
 入
り
口
側
（
中
本
ア
ト
リ
エ
）

安
定
し
た
明
る
さ
を
得
る
た
め
に
北
側
が
窓
に
な
っ
て

い
る
の
が
特
徴
。

15
帖
ほ
ど
の
広
さ
と
５
m
の
天
井
。
柔
ら
か

な
光
が
差
し
込
む
。
隠
れ
家
的
な
屋
根
裏
部

屋
は
、
か
つ
て
梯
子
で
登
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。

中
本
ア
ト
リ
エ

臼
井
ア
ト
リ
エ

中
本
ア
ト
リ
エ
よ
り
少
し
小
ぶ
り
の
作
り
。

天
窓
の
棟
木
を
支
え
る
丸
木
の
柱
が
印
象
的
。

南
側
は
庭
へ
と
開
け
て
い
る
。

ガ
ー
デ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
庭

旧
国
立
駅
舎
と
富
士
見
台
団
地
ア
ー

ケ
ー
ド
の
廃
材
を
活
用
し
た
屋
外
ギ
ャ

ラ
リ
ー
。
庭
の
コ
ブ
シ
は
50
年
間
、

ア
ト
リ
エ
を
見
守
っ
て
き
た
。

小
上
が
り
の
畳
部
屋

床
か
ら
73
セ
ン
チ
上
げ
る
こ

と
で
収
納
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。

元
は
寝
室
だ
が
、
今
は
図
書

室
と
し
て
使
用
。

創
建
当
時
の
ア
ト
リ
エ
（
1
9
5
1
年
頃
）

こ
こ
か
ら
少
し
ず
つ
増
改
築
を
進
め
1956

年
頃
に
現
在
の
形
に
な
っ
た
。

台
所
と
食
堂

両
ア
ト
リ
エ
の
真
ん
中
に
あ

る
生
活
ス
ペ
ー
ス
。
最
小
限

か
つ
使
い
や
す
い
。
畳
部
屋

と
隣
接
し
て
い
る
。

再
建
前

ア
ト
リ
エ

施
設
紹
介
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縁
側
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
子
ど
も
絵
画
教
室
、
日
本
画
教
室
、
近
藤
幸
夫
 ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
    

多
摩
A
FA
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
さ
わ
る
・
つ
く
る
ブ
ラ
イ
ン
ド
ア
ー
ト
」
出
前
講
座
  

ガ
ー
デ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 W
ing of P

eace プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
中
本
達
也
生
誕
1
0
0
年
企
画
展
示
       

絵
画
修
復
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
画
家
・
修
復
家
/
太
田
美
奈
子
氏
）

中
本
達
也
の
ア
ト
リ
エ
建
築
 講
座
（
建
築
家
/
酒
井
哲
氏
）

宝
塚
芸
術
評
論
 講
座
（
文
筆
家
・
演
劇
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
/
中
本
千
晶
氏
）

ピ
ノ
ッ
キ
オ
人
形
劇
団
 公
演
、
中
本
達
也
研
究

シ
ェ
ア
ア
ト
リ
エ
＆
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
N
U
 S
TU
D
IO

く
に
た
ち
市
民
コ
ラ
ボ
フ
ェ
ス
タ
 ア
ー
ト
展
示
「
い
ま
、
こ
の
と
き
」、
講
演
「
戦
争
と
芸
術
」

絵
本
作
家
 ア
ン
ナ
・
ク
ル
チ
展
「
ア
ン
ナ
の
世
界
」 開

催

く
に
た
ち
さ
く
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 出
店
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

活
動
・
事
業
紹
介

 所
蔵
展
示

 作
品
の
所
蔵
と
展
示

 芸
術
資
源
館
・
ガ
ー
デ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展

 共
同
企
画
展

 作
品
の
貸
出

 研
究
創
作

 所
蔵
作
品
・
資
料
の
研
究
と
修
復

 自
主
制
作
ス
ペ
ー
ス
（
夜
間
）

 画
材
の
収
集
と
再
利
用
・

 自
然
素
材
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス

 お
も
ち
ゃ
病
院

 国
内
外
交
流

 絵
画
教
室

 居
場
所
と
し
て
の
空
間

 美
術
専
門
書
の
図
書
ス
ペ
ー
ス

 学
び
集
う

 館
内
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

 館
外
出
張
企
画
　
A
rt For A

ll
  

  国
立
市
補
助
金
対
象
事
業

 主
な
活
動
内
容
 

み
ん
な
の
居
場
所
 み
ん
な
で
守
り
継
ぐ

協
力
：
 国
立
市
、（
株
）
川
島
塗
装
、
ニ
ッ
ポ
ー
設
備
（
株
）、
ト
モ
ス
グ
リ
ー
ン
、
庭
づ
く
り
草
道

　
　
　
こ
ま
つ
電
気
、
国
立
金
文
堂
、
く
に
た
ち
地
域
コ
ラ
ボ

子
ど
も
が
臼
井
先
生
に
お
世
話

に
な
っ
て
、
ア
ト
リ
エ
で
絵
を

描
い
て
い
ま
し
た
。
最
初
は
水

彩
で
毎
週
一
枚
、
や
が
て
油
絵

に
な
っ
て
、
そ
れ
も
数
十
枚
。

そ
ん
な
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
が
彼
に

は
心
地
よ
か
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
日
常
と
は
違
う
場
が
こ

こ
に
あ
る
、
そ
の
価
値
を
思
っ

て
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 子どもの

 居場所担当

     山越邦夫

子
ど
も
ク
ラ
ス
の
他
に
庭
の
管

理
も
担
当
し
て
い
ま
す
。
時
間

が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
て
、

昔
の
武
蔵
野
の
雰
囲
気
を
今
で

も
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
空
間
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
長
年

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
等
さ

や
自
由
さ
が
守
ら
れ
た
居
心
地

の
良
さ
が
あ
り
ま
す
ね
。
原
風
景

の
保
存
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

工
作
な
ど
で
使
う
素
材
が
、
工
夫

の
し
が
い
の
あ
る
材
料
を
使
わ

せ
て
く
れ
る
。
例
え
ば
、
駅
舎

の
廃
材
を
使
っ
た
り
葉
っ
ぱ
を

使
っ
た
り
。
既
存
の
イ
メ
ー
ジ
で

は
な
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
自
然
界

の
も
の
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

子
ど
も
た
ち
に
で
き
た
喜
び
を

い
っ
ぱ
い
味
合
わ
せ
て
く
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
な
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日本画教室

 研究生さん

子ども

絵画教室

 保護者さん

ボランティア

 松崎ますみさん

こ
の
建
物
に
は
特
別
な
雰
囲
気

が
あ
る
。
作
り
も
時
間
の
積
み
重

ね
も
、
ま
た
実
際
に
画
家
が
使
っ

て
い
た
ア
ト
リ
エ
で
あ
る
こ
と

も
。
そ
の
よ
う
な
場
所
で
絵
を

描
け
る
こ
と
が
嬉
し
い
。
普
段

は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
好
き
な
絵

を
描
く
こ
と
が
で
き
、
挑
戦
し

た
い
こ
と
が
あ
る
時
は
丁
寧
に

教
え
て
く
れ
る
の
が
有
難
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 Instagram

 国
立
市
「
子
ど
も
の
居
場
所
」
事
業

「
多
様
な
学
び
を
支
え
る
活
動
団
体
支
援
」
出
前
講
座
事
業

子ども

絵画教室

 生徒さん

ボランティア

 白井悦子さん

子
ど
も
ク
ラ
ス
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
を
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の

背
景
を
知
っ
た
上
で
適
切
な
距

離
感
で
接
す
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
お
や

つ
を
分
け
合
っ
て
食
べ
た
り
と

家
庭
と
公
共
施
設
の
間
の
よ
う

な
場
所
か
な
。
子
ど
も
た
ち
が

成
長
し
て
い
く
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
嬉
し
い
で
す
ね
。

近
藤
先
生
が
図
工
や
絵
を
描
く

前
に
（
テ
ー
マ
に
関
す
る
）
お

話
を
し
て
く
れ
る
の
で
、
そ
れ

で
知
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
絵
が

飾
っ
て
あ
っ
た
り
、
美
術
の
本

を
見
て
描
い
た
り
で
き
る
の
も

い
い
と
思
う
。
自
分
が
思
う
よ

う
な
絵
が
描
け
て
、
先
生
た
ち

が
、「
い
い
ね
」
っ
て
言
っ
て
く

れ
た
時
は
嬉
し
い
。

7
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は
じ
ま
り

　
１
９
５
０
年
2
月
、
引
っ
越
し
の

日
、
中
本
と
臼
井
は
国
立
駅
に
降
り
立

ち
ま
す
。
友
人
の
笠
松
氏
も
一
緒
で
し

た
。
当
時
の
国
立
駅
は
、
駅
前
の
商
店

街
を
抜
け
る
と
野
原
と
畑
、
松
の
雑
木

林
ば
か
り
の
地
で
し
た
。
３
人
は
雪
の

降
っ
た
後
で
ぬ
か
る
ん
だ
道
を
絵
具
箱

と
最
小
限
の
家
財
道
具
を
抱
え
て
、
新

し
い
家
へ
と
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。「
今

後
の
生
活
に
対
す
る
不
安
と
希
望
が
交

錯
す
る
渦
巻
き
の
中
に
立
っ
て
い
た
」

と
中
本
は
の
ち
に
書
い
て
い
ま
す
。
夜

に
な
っ
て
笠
松
氏
は
帰
っ
て
行
き
ま
し

た
。「
暗
が
り
の
土
間
の
と
こ
ろ
に
ぼ

ん
や
り
と
座
っ
た
妻
は
、
ロ
ー
ソ
ク
の

鈍
い
光
を
通
し
て
ボ
ロ
ボ
ロ
と
涙
を
こ

ぼ
し
て
い
た
」、「
私
も
何
か
グ
ッ
と
こ

み
上
げ
て
来
た
が
『
さ
あ
こ
れ
か
ら
が

出
発
だ
、
や
る
ぞ
』
な
ど
と
空
元
気
に

怒
鳴
り
続
け
て
い
た
。
そ
う
し
て
私
達

の
生
活
が
息
づ
き
始
め
た
の
だ
」。

　
ひ
と
月
程
し
て
笠
松
氏
が
家
を
訪
ね

る
と
、
全
て
の
窓
ガ
ラ
ス
に
は
絵
が
、

柱
に
は
彫
刻
が
施
さ
れ
、
土
間
は
板
敷

の
部
屋
に
な
り
屋
根
裏
部
屋
も
出
来
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
人
は
近
所
の

子
ど
も
達
を
集
め
て
絵
画
教
室
を
始

め
ま
す
。
中
本
は
人
形
劇
団
を
立
ち
上

げ
、
そ
ろ
っ
て
創
作
に
励
み
、
気
づ
く

と
芸
術
仲
間
や
弟
子
、
学
生
、
子
ど
も

達
が
賑
や
か
に
集
う
彼
ら
な
り
の
芸
術

コ
ミ
ュ
ー
ン
が
国
立
の
地
に
誕
生
し
て

い
ま
し
た
。
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